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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
処
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

来
日
し
た
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
グ
ロ
ッ
シ
ー
事
務
局
長
は
、
二
月
二
十
五
日
に
安
倍
総
理
を
表
敬
し
た
他
、

二
十
七
日
ま
で
に
関
係
閣
僚
お
よ
び
更
田
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
と
会
談
を
行
っ
た
。
そ
の
後
の
会
見
で
、
グ
ロ
ッ
シ
ー

事
務
局
長
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
（
一
Ｆ
）
の
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
を
示
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
茂
木
外
務
大
臣
と
の
会
談
で
は
、
「
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
取
扱
い

に
関
す
る
小
委
員
会
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
小
委
員
会
）
の
報
告
書
を
精
査
し
て
お
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
し
て
も
建
設
的
な
役
割
を
果
た
し

た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
開
放
性
と
透
明
性
の
確
保
を
含
め
、
本
件
の
解
決
に
向
け
て
日
本
政
府
と
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
と
言
う
。 

 

さ
ら
に
、
経
済
産
業
省
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
梶
山
経
産
大
臣
と
の
会
談
で
グ
ロ
ッ
シ
ー
事
務
局
長
は
、
「
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
小
委
の
報
告
書
で
記
載
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
現
場
で
も
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
と
て
も
よ
い
印
象
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
。
報
告
書
の
中
で
最
終
的
に
提
言
さ
れ
た
二
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
慣
行
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
私
は
安
心

し
て
い
る
」
旨
を
述
べ
た
と
言
う
。 

 

し
か
し
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
小
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
す
べ
て
の
情
報
が
分
か
り
や
す
く
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一



 

２ 

 

方
、
大
半
の
国
民
に
と
っ
て
は
、
グ
ロ
ッ
シ
ー
事
務
局
長
が
い
う
「
国
際
的
な
慣
行
」
に
つ
い
て
も
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
規
制
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
馴
染
み
が
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
小
委
員
会
の
報
告
書
で
明
解
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
事
実
に
つ
い
て 

 

１ 

一
Ｆ
で
は
事
故
前
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム
を
海
洋
に
放
出
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
の
放
出
実
績
は
何
ベ
ク
レ
ル
で
あ

り
、
現
在
一
Ｆ
の
タ
ン
ク
で
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
量
は
、
二
〇
一
〇
年
の
放
出
実
績
の
何
年
分
に
あ
た

る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
八
日
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
小
委
員
会
で
示
さ
れ
た
東
電
の
資
料
「
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
貯

蔵
・
処
分
の
時
間
軸
」
に
よ
れ
ば
、
一
Ｆ
の
廃
炉
を
三
十
／
四
十
年
で
完
了
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
二
〇
二
〇
年
に
処

分
を
開
始
し
た
場
合
は
一
年
あ
た
り
約
三
十
九
／
二
十
七
兆
ベ
ク
レ
ル
、
二
〇
二
五
年
処
分
開
始
の
場
合
は
約
五
十
一
／

三
十
二
兆
ベ
ク
レ
ル
、
二
〇
三
〇
年
処
分
開
始
の
場
合
は
約
六
十
八
／
三
十
七
兆
ベ
ク
レ
ル
、
二
〇
三
五
年
処
分
開
始
の

場
合
は
約
百
六
／
四
十
三
兆
ベ
ク
レ
ル
を
処
分
す
る
こ
と
と
な
る
と
し
て
い
る
。 

 
 
 

し
か
し
、
一
Ｆ
の
従
来
の
放
出
管
理
目
標
値
は
一
年
あ
た
り
二
十
二
兆
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
。
原
発
事
故
が
起
き
た
途
端



 

３ 

 

に
そ
れ
を
緩
和
し
よ
う
と
考
え
る
の
は
何
故
か
。 

 

３ 
昨
年
十
二
月
五
日
に
原
子
力
規
制
庁
に
一
Ｆ
の
従
来
の
放
出
管
理
目
標
値
で
あ
る
二
十
二
兆
ベ
ク
レ
ル
の
根
拠
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
「
歴
史
的
に
は
一
九
七
二
年
、
昭
和
四
十
七
年
に
当
時
の
原
子
力
委
員
会
が
、
我
が
国
の
原
子
力
安
全
上
の

通
常
運
転
時
に
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
環
境
安
全

専
門
部
会
が
設
置
さ
れ
（
略
）
、
そ
の
後
、
一
九
七
四
年
、
昭
和
四
十
九
年
に
環
境
・
安
全
専
門
部
会
環
境
放
射
能
分
科

会
が
、
米
国
で
の
ト
リ
チ
ウ
ム
放
出
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
沸
騰
水
型
Ｂ
Ｗ
Ｒ
の
放
出
実
績
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国

の
管
理
目
標
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
当
時
と
り
ま
と
め
た
の
が
、
我
が
国
で
は
三
・
七
兆
ベ
ク
レ
ル
と
い
う
の
が
一

基
あ
た
り
で
す
ね
。
管
理
し
て
い
く
努
力
目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
基
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
三
・
七
兆
ベ

ク
レ
ル×

六
で
二
十
二
兆
ベ
ク
レ
ル
で
す
」
と
の
説
明
を
受
け
た
。 

 
 
 

こ
の
管
理
目
標
を
定
め
た
際
の
諮
問
や
決
定
文
書
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
確
認
で
き
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
そ
の
代
わ

り
に
、
当
時
の
報
告
書
が
あ
る
と
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
に
策
定
さ
れ
た
「
環
境
・
安
全
専
門
部
会
報
告
書
（
環
境

放
射
能
分
科
会
）
」
の
存
在
が
示
さ
れ
た
。 

 
 
 

一
Ｆ
に
お
け
る
一
年
あ
た
り
二
十
二
兆
ベ
ク
レ
ル
の
放
出
管
理
目
標
値
が
決
ま
っ
た
経
緯
は
こ
の
通
り
で
間
違
い
な
い



 

４ 

 

か
。 

 

４ 
「
環
境
・
安
全
専
門
部
会
報
告
書
（
環
境
放
射
能
分
科
会
）
」
（
昭
和
四
十
九
年
七
月
環
境
・
安
全
専
門
部
会
）
は
、

過
去
の
経
緯
に
よ
り
、
現
在
、
原
子
力
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
言
う
が
、
今
後
は
、
原
子
力
規

制
を
所
管
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
が
保
管
す
る
べ
き
文
書
で
は
な
い
か
。 

 

５ 

「
環
境
・
安
全
専
門
部
会
報
告
書
（
環
境
放
射
能
分
科
会
）
」
を
読
む
と
、
当
時
の
考
え
方
と
し
て
、
「
原
子
力
施
設

か
ら
の
放
射
線
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
線
源
か
ら
の
放
射
線
に
対
す
る
防
護
の
基
本
的
な
考
え
方
と
個
人
及
び
集
団
に
対

す
る
具
体
的
な
線
量
限
度
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
基
本
的
な
原
則
の
一
つ
に
「
被
ば
く
線
量
は
実
用
可
能
な

限
り
低
く
す
べ
き
あ
る
」
（doses 

be 
kept 

as 
low 

as 
practicable

）
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
」
と
書

か
れ
て
い
る
。 

 
 

 

こ
れ
は
報
告
書
が
出
さ
れ
た
一
九
七
四
年
の
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
後
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
が
一
九
七
七
年

に
、
す
べ
て
の
被
ば
く
は
社
会
的
、
経
済
的
要
因
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
合
理
的
に
達
成
可
能
な
限
り
低
く
抑
え
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
表
す
「as 

low 
as 

reasonably 
achievable

」
（
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
の
原
則
を
勧
告
し
、
放
射
線
防
護
の

考
え
方
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。 



 

５ 

 

 
 
 

Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
原
則
に
基
づ
く
放
出
管
理
目
標
値
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。 

 

６ 

事
故
を
起
こ
し
た
一
Ｆ
に
つ
い
て
も
、
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
適
用
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
か
。 

 

７ 

経
済
産
業
省
は
株
式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所
に
委
託
し
た
調
査
結
果
で
あ
る
「
平
成
二
十
八
年
度
発
電
用
原
子
炉
等
利

用
環
境
調
査
（
ト
リ
チ
ウ
ム
水
の
処
分
技
術
等
に
関
す
る
調
査
研
究
）
報
告
書
」
を
二
〇
一
七
年
三
月
に
受
け
取
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
小
委
員
会
の
検
討
に
資
す
る
よ
う
に
行
っ
た
調
査
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
共
通
調
査
項
目
に

は
「
合
意
形
成
プ
ロ
セ
ス
」
の
観
点
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
住
民

と
ど
の
よ
う
な
合
意
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
汚
染
水
処
理
に
お
け
る
合
意
形
成
プ
ロ

セ
ス
に
こ
の
報
告
書
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
。 

二 

グ
ロ
ッ
シ
ー
事
務
局
長
の
「
報
告
書
の
中
で
最
終
的
に
提
言
さ
れ
た
二
案
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
慣
行
と
合
致
す
る

も
の
」
と
の
発
言
に
つ
い
て 

 

 

１ 

日
本
政
府
と
し
て
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
処
理
に
つ
い
て
の
「
国
際
的
な
慣
行
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て



 

６ 

 

い
る
か
。 

 

２ 
ト
リ
チ
ウ
ム
の
海
洋
放
出
を
総
量
規
制
し
て
い
る
国
を
経
済
産
業
省
の
原
子
力
発
電
所
事
故
収
束
対
応
室
に
尋
ね
た
結

果
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
が
行
っ
て
い
る
と
の
回
答
を
原
子
力
規
制
庁
原
子
力
規
制
部
か
ら
得
た
が
、
日
本

は
な
ぜ
総
量
規
制
を
設
け
て
い
な
い
の
か
。 

 

３ 

原
子
力
規
制
庁
に
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
が
ト
リ
チ
ウ
ム
の
海
洋
放
出
を
総
量
規
制
し
て
い
る
根
拠
デ
ー
タ

を
問
い
合
わ
せ
、
示
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
報
告
書
「Setting 

Authorized 
Limits 

for 
Radioactive 

Discharges: 

Practical Issues to Consider

」
に
は
、
各
国
の
総
量
規
制
の
や
り
方
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。 

 
 
 

た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
年
間
の
総
量
規
制
と
共
に
、
一
ヶ
月
の
上
限
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
量
の
総
量
規
制
も

あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
総
量
規
制
に
年
単
位
、
月
単
位
、
日
単
位
を
設
け
る
の
は
何
故
か
。
日
本
政
府
は
調
査
を
行
っ

て
い
る
か
。 

 

４ 

３
で
前
述
し
た
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
八
八
年
二
月
二
日
の
政
令
で
、
定
め
た
制
限

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
総
量
規
制
を
行
う
こ
と
は
国
際
的
な
慣
行
で
あ
る
と
日
本
政
府
は
認

識
し
て
い
る
の
か
。 



 

７ 

 

 
右
質
問
す
る
。 


